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プロジェクト概要

•背景: 大学入学共通テストを始めとして大学入試に教科「情報」の導入を決定・検討してい
る大学が増えているが、情報分野においては、教育体系や学習効果の評価手法が十分に確立
しているとは言い難い。円滑な高大接続のためには高校・大学双方の共通認識が必要である。

•目的: 初等中等教育における情報分野の学習効果の評価手法の確立

•実施枠組: 科学研究費助成事業（科研費）基盤研究A
•研究課題名:大学入試を中心とした情報分野の学力評価手法の検討
•課題番号: 23H00068
•実施期間: 2023年度〜2027年度（5年間）
•研究者: 植原啓介（慶應義塾大学環境情報学部教授）、他11名
• https://emiu.sfc.keio.ac.jp/
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研究の流れ

【先行研究】
知識体系の確認と整理

• ルーブリックや知識体系
の評価軸を確認する。

①典型的な問（従来の一般的な問題）による評価手法の開発

• 知識体系に基づいて、記述式問題を想定した大問/中問による評価手
法（作問方法）を開発する。

• PBTの限界（知識体系のどの部分が評価でき、どの部分が評価でき
ないのか）を調査する。

②多肢選択問題によるIRTに基づく評価手法の開発

• 知識体系に基づいて、多肢選択問題等自動採点可能な問題による評
価手法（作問方法）を開発する。IRTを念頭に、小問の集合としての
実施を想定する。

• 多肢選択問題の限界（知識体系のどの部分が評価でき、どの部分が
評価できないのか）を調査する。

③ CBTシステムの開発

• 知識体系に基づいたCBTシステムの開発をおこなう。
• ①②において限界とされる部分についての評価手法を中心に検討す
る。

• TAOをベースとしたシステムの構築をおこなう。
• 実施に伴う問題（実施環境、不正対策など）はフォーカス外とする。

④評価手法の妥当性の検証

• 開発した評価手法を基に問題セ
ットを作成し、大学・高校・予
備校などの強力を仰いて模擬試
験を実施することによって、そ
の妥当性を検証する。

繰り返し実施
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EMIU情報模試2024夏の実施目的
想定されるプロジェクトのアウトプット

• 作問マニュアル（従来の一般的な問題、IRTを想定した多肢選択問題）

• CBTシステム（TAO用のPCIモジュールを想定）

• 出題形態毎に、知識体系のどのような項目が評価可能で、どのような限界があるのかを示したもの

• 出題形態ごとのベストプラクティス（模試における知見の共有）

今回の模試の位置づけ

• 「評価手法の妥当性の検証」の実施のための予備調査
• 十分な評価ができるか、システムは正しく機能するか

• IRTを想定した多肢選択問題と従来の一般的な問題に関する予備調査
• 多肢選択問題と一般的な問題の相関は取れそうか、作問マニュアル作成に関するヒントの収集
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EMIU情報模試2024夏の設計
•実施時間: 40分
•実施形態: オンライン (CBT)

• Open Assessment Technology社のTAOを活用

•出題範囲: 情報Iにおけるプログラミングおよびデータ分析
• (3)コンピュータとプログラミング（アルゴリズム、モデル化とシミュレーション）
• (4)情報通信ネットワークとデータの活用（モデル化とシミュレーションに必要な部
分）

•問題セット:
• IRTを想定した1分想定の小問を20問（20分）
•従来の一般的な問題: 10分想定の中問をそれぞれの分野から1問ずつ（20分）
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IRTを想定した多肢選択問題の作問方針
情報に関連する語句のリストがあるとした場合、下記のような作問の方法があ
る。

1. 説明文を読んで適切な句を選ばせる（語句を知っている）
2. 語句の説明として正しいものを選ばせる（語句を説明できる）
3. 語句の説明文の空欄を埋めさせる（語句を説明できる）
4. 基数変換などの操作をさせる（語句の内容を使える）
5. 知識を使って美しく解答を導く（語句の内容を応用できる）

今回の作問にあたっては、主としてプログラミングとモデル化とシミュレーシ
ョンという出題範囲もあり、上記を意識しつつも必ずしも従ったものではない。
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従来の一般的な問題の作問方針

•今回は従来の一般的な 問題の中でもPBTとCBTのいずれでも出題し得る出題方法の
中から「多肢選択問題」と「数値解答問題」を用いて作問

• マークシートによる出題・自動採点にも対応可能で、
多数の受験者がいる場合にも耐えられる

•文献[10]で定義されたルーブリックに従って、
難易度を調整

[10] 文部科学省, ”情報学的アプローチによる『情報科』大学入学者選抜における評価手法の研究開発最終成果報告書”, 
https://www.mext.go.jp/content/1412881_3_ 1_1.pdf (2024年6月13日参照)EMIU情報模試2024夏 結果報告 8
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模擬試験の実施

• 試験期間: 2024年6月1日〜7月31日（2ヶ月間）

• 対象者: 高校生
• 受験結果を通知することを受験者のメリットとした。

• 教員には誓約書に同意していただいた上でどのような問題が出題されたかを見ていただけ

るように配慮した。

• 周知: HPやSNSでの呼びかけ・各種講演会などでの呼びかけ

• 倫理的配慮: 慶應義塾大学 SFC研究倫理委員会の承認を得て実施(受付番号:536)
• オンラインで説明を読み、同意するとID/Passが発行される
• 同意書と受験IDの分離

• 結果通知: 2024年9月1日

• 受験者数: 520人
EMIU情報模試2024夏 結果報告 9



模擬試験の実施

• 問題セット: 8種類作成({Q1, Q2}×{P1, P2}×{M1, M2})
• IRTを想定した多肢選択問題: 共通問題5問、枝番付問題15問、合計20問を出題
• 従来の一般的な問題: プログラミングを2問(P1, P2)、モデル化とシミュレーシ
ョンを2問(M1, M2)作成し、1問ずつ出題
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模擬試験の結果

• ●IRTを想定した多肢選択問題とモデ
ル化とシミュレーション分野の従来
の一般的な問題は上に凸の得点分布
となっており適切な出題ができたと
考えられる

• ●一方でプログラミング分野の従来の
一般的な問題は難易度が高すぎたり、
取り組んでいない可能性が高い

• ●IRTを想定した多肢選択問題 (Q-
SCORE) と従来の一般的な問題 (PM-
SCORE) の間には強い相関が見られ
る（MとPの相関より高い）
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まとめ

今回の成果

• プログラミング分野およびモデル化とシミュレーション分野においては、IRTを想定した多肢選択問題
と従来の一般的な問題の間で高い相関がみられた。

• プログラミング問題は専門家が出題すると、現在の受験生のレベルに対して難しくなりがち。ただし、
今後受験生のレベルが上ってくる可能性は十分ある。

• CBTによる実施でも受験生は問題なく受験でき、分析に耐えるデータが得られた。

今後

• より詳細な分析を進め、別の機会に発表

• 情報Iで身につけるべき能力の整理

• 他の分野においても同様の調査

• 出題に関するマニュアルの整備
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